
参
考
書
誌
研
究
・
第
三
〇
号
（
一
九
八
五
・
九
）

毛
利
梅
園
考
’

中
　
田
　
吉
　
信

　
当
館
所
蔵
の
本
草
書
の
う
ち
に
、
毛
利
元
寿
梅
園
な
る
も
の
が
泊
ら
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

く
『
梅
園
海
石
榴
花
譜
』
一
帖
・
『
梅
倒
介
譜
』
一
帖
・
『
梅
園
魚
品
下
国
』

（『

~
園
魚
譜
』
）
三
帖
・
『
梅
園
禽
譜
』
、
（
『
写
生
斎
梅
園
禽
譜
』
）
肉
帖
．

『
梅
園
菌
譜
』
（
『
写
生
砂
岩
譜
』
）
，
一
帖
・
・
『
梅
園
草
木
花
譜
』
一
七
帖
、

計
二
四
帖
の
画
譜
が
あ
り
、
こ
れ
ら
億
「
梅
園
画
譜
」
の
名
で
一
括
さ
れ
、

所
謂
「
別
置
書
」
－
と
し
て
、
貴
重
書
室
書
庫
に
保
管
遷
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
著
者
の
自
筆
稿
本
で
、
美
麗
で
精
緻
な
素
晴
し
い
図
譜
で
あ
る
。

ご
π
と
は
別
に
、
当
館
の
伊
藤
文
庫
（
伊
藤
圭
介
・
伊
藤
篤
太
郎
旧
蔵

書
）
の
う
ち
に
も
、
写
真
斎
梅
園
輯
図
『
草
木
実
譜
　
根
類
海
草
類
』
旧

い
う
四
六
丁
の
三
筆
稿
本
が
あ
り
、
こ
れ
も
押
印
か
ら
判
断
し
て
、
前
掲

の
「
梅
園
図
譜
」
の
著
者
と
同
一
人
の
月
筆
稿
本
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
「
毛
利
元
享
梅
園
」
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
，
近
年
に

な
っ
て
、
周
防
・
長
門
三
十
六
万
石
の
大
塩
毛
利
家
の
一
族
で
、
右
田
く
現
・

防
府
市
Y
三
主
毛
利
房
顕
の
第
二
子
「
三
三
三
寿
」
と
す
る
説
が
有
力
に

な
っ
て
ぎ
た
。
こ
の
説
－
以
下
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
と
略
称
す
6

こ
と
に
す
る
　
　
を
始
め
て
唱
え
た
の
ば
、
筆
者
の
推
測
で
は
、
元
山
口

大
学
農
学
部
教
授
の
日
野
重
氏
．
（
．
一
八
九
九
一
一
九
八
五
）
と
思
わ
れ
る
。

日
野
氏
は
、
昭
和
三
．
一
年
、
『
毛
利
梅
園
無
料
』
（
防
府
　
藤
本
作
一
）
と

い
う
一
六
頁
の
小
冊
子
の
な
か
で
、
「
毛
利
梅
園
の
略
歴
」
賊
し
て
、
、

　
　
毛
利
元
寿
の
素
姓
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う

　
　
で
あ
り
、
同
時
代
に
生
活
し
た
伊
藤
圭
介
す
ら
も
誤
り
考
え
て
い
た
。
・

　
　
錦
彙
翁
垂
麺
誌
、
巻
町
、
伊
藤
圭
介
所
蔵
の
毛
利
梅
園
画
帖
偵
の
註

　
　
に
は
、
伊
藤
圭
介
か
田
中
芳
男
の
筆
か
と
思
う
が
、
そ
の
著
者
を
幕

　
」
、
臣
写
真
斎
梅
園
毛
利
元
寿
と
記
し
て
あ
る
。
，

　
　
毛
利
元
寿
は
、
も
と
よ
り
幕
臣
で
ば
な
く
、
毛
利
家
の
一
門
右
田
毛

　
　
利
氏
の
第
九
代
房
顕
の
第
二
子
で
あ
る
つ
（
同
書
三
頁
）

と
記
し
、
以
下
『
右
田
毛
利
譜
録
』
（
毛
利
文
庫
蔵
）
に
よ
っ
て
、
「
毛
利



．
元
寿
」
の
経
歴
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
寿
は
毛
利
房
顕
の

．
第
二
子
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
〉
七
月
二
一
日
の
生
ま
れ
、
幼
名
は
武
之
允
、

長
兄
が
早
世
し
た
の
で
、
天
保
二
年
（
一
八
＝
＝
）
二
月
二
三
日
、
嫡
子
と
な
久

同
年
一
一
月
三
日
に
元
服
、
藩
主
斉
元
は
「
元
」
の
字
を
与
え
て
、
「
元
寿
」

と
名
づ
け
た
。
天
喜
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
か
ら
家
政
を
執
っ
た
が
、
翌
六
年

八＝

ﾞ
七
月
吾
、
二
±
歳
の
時
に
、
病
身
と
い
愈
由
で
、
廃
鉱

れ
、
萩
の
川
上
屋
敷
に
転
居
、
更
に
平
安
古
川
屋
敷
、
松
本
屋
敷
と
転
じ
．

，
弘
化
三
年
藪
）
に
「
讃
岐
」
と
改
名
後
に
ま
た
「
豊
北
」
と
改
名
．

明
治
四
年
八
月
一
九
日
に
分
家
㍉
同
一
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
二
九
日
に
L
ハ
三

歳
で
没
し
た
。
法
名
ば
賢
明
院
殿
元
寿
日
永
大
居
士
、
萩
の
日
蓮
宗
法
華

寺
に
葬
ら
れ
た
。
孫
の
毛
利
高
一
所
有
の
系
図
に
は
、
明
治
一
五
年
五
月

　
一
九
日
の
残
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
吉
田
嘉
疏
の
『
天
野
氏
譜
録
』

　
（
明
治
二
四
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
廃
嫡
の
理
由
は
父
子
の
不
仲
が
原
因
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
日
野
氏
は
そ
の
後
、
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
史
』
（
下
関
　
山
口
大
学

農
学
部
三
日
三
三
先
生
還
暦
記
念
会
　
昭
和
三
三
年
）
に
お
い
て
も
、
そ

の
六
一
頁
か
ら
六
五
頁
に
か
け
て
、
「
毛
利
元
寿
」
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
記
さ
れ
、
元
寿
の
著
し
た
草
木
花
譜
や
十
字
に
つ
い
て
、
そ

の
正
確
な
描
写
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
更
に
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
・

農
学
年
表
』
（
徳
山
　
マ
ツ
ノ
書
店
　
昭
和
五
二
年
）
で
も
、
一
八
八
二
年

　
（
明
治
一
五
年
）
の
欄
で
、
同
じ
よ
う
な
説
を
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

　
「
年
七
十
三
」
と
、
「
元
寿
」
の
年
齢
を
訂
正
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
野
氏
の
記
述
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
上
野
益
三
氏
も
、
そ
の

著
『
日
本
博
物
学
史
』
（
平
凡
社
　
昭
和
四
八
年
）
で
、
「
梅
園
・
右
田
毛

利
説
」
を
採
用
さ
れ
た
。
か
つ
て
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
　
第
一
巻
』
（
日

本
学
術
振
興
会
」
昭
和
三
五
年
）
に
お
い
て
は
、
「
文
政
よ
り
天
保
に
わ
た

　
っ
て
江
戸
に
い
た
本
草
家
で
あ
る
」
ど
記
し
て
い
た
だ
け
に
、
日
野
氏
の

新
説
に
よ
っ
て
、
訂
正
萎
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
≒
日
本
博
物
学
史
』
の
五
四

．
七
頁
、
一
八
四
四
年
・
弘
化
元
年
の
欄
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
元
寿
、
幼
名
は
武
之
允
、
長
軌
と
い
い
、
写
真
斎
、
写
生
斎
、
梅
園
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
「
華
魁
舎
な
ど
と
号
し
た
。
毛
利
の
．
一
門
、
右
田
邑
主
九
代
房
頼
の
第

　
　
二
子
、
文
化
一
二
年
七
月
二
一
日
生
。
の
ち
嫡
子
と
な
り
元
寿
。
天

　
　
保
六
年
、
父
子
間
の
不
和
の
た
め
廃
嫡
。
著
書
、
ほ
か
に
数
種
あ
り
、

　
　
植
物
の
ほ
か
に
『
魚
譜
』
を
も
つ
く
る
。
明
治
一
五
年
（
一
入
八
二
）

　
　
六
月
二
九
日
没
、
年
六
畜
。
墓
は
萩
市
法
華
寺
に
あ
る
。

上
野
氏
の
こ
の
著
書
は
、
白
井
光
太
郎
氏
の
『
改
訂
増
補
田
本
博
物
学
年

表
』
（
大
岡
山
書
店
　
昭
和
九
年
）
に
代
る
名
著
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
そ

・
の
影
響
は
大
き
い
。
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
が
公
認
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

「
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
説
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
む
，

し
ろ
大
き
な
誤
り
で
あ
る
と
信
ず
る
。
以
下
、
そ
の
疑
問
点
を
列
挙
し
て

み
よ
う
。

　
第
一
は
年
齢
で
あ
る
っ
日
野
氏
に
ま
る
と
、
右
田
毛
利
の
「
毛
利
元
寿
」

は
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
七
月
二
一
・
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
塾
う
。
し
か
し
、

当
館
所
蔵
『
梅
園
草
木
花
譜
』
の
「
春
ノ
部
」
第
一
帖
の
阿
部
備
中
守
・

綜
軒
（
阿
部
正
精
・
福
山
城
主
）
の
手
に
成
る
「
題
字
」
は
乙
酉
即
ち
文

政
八
年
（
｝
八
二
五
）
で
あ
0
・
、
自
序
も
同
じ
文
政
八
乙
酉
年
で
あ
る
。
ま
た
こ
，

の
二
四
帖
の
図
譜
す
べ
て
を
検
す
る
と
、
花
図
の
そ
れ
ぞ
れ
に
著
者
が
自

ら
写
生
し
た
年
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
始
ま
臥

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
ま
で
で
あ
る
．
文
政
高
年
（
ン
皿
）
に
は
右
田
毛
利
の
「
元

旦
」
は
数
え
で
十
一
歳
、
文
政
三
年
（
一
一
一
㎝
）
に
は
六
歳
で
あ
る
。
十
一
歳

　　　一・　二m



の
少
年
が
自
著
の
序
を
自
ら
書
き
、
六
歳
の
子
供
が
動
植
物
の
精
緻
な
図
・

と
解
説
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
日
野
氏
は

　
　
元
寿
は
研
究
心
が
強
く
、
ま
た
描
画
に
も
巧
み
で
あ
っ
た
。
・
文
政
四

　
　
年
（
一
八
二
一
）
頃
、
即
ち
七
才
頃
か
ら
草
木
花
卉
を
写
し
始
め
、
．

　
　
文
政
八
年
八
一
八
二
五
Y
十
二
月
に
そ
の
草
木
花
譜
の
序
を
書
い
て

　
　
い
る
。
春
夏
秋
冬
に
分
け
て
十
八
帖
に
ま
と
め
た
が
、
こ
れ
が
氏
の

　
　
十
一
歳
の
時
で
あ
る
（
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
史
』
六
二
一
六
一
二
頁
）

、
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
で
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
大

身
と
は
遣
え
、
陪
臣
に
過
ぎ
な
い
十
一
歳
の
少
年
の
著
書
に
、
・
譜
代
大
名

阿
部
備
中
守
正
精
が
自
ら
題
，
字
を
書
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
み
る

と
「
梅
園
，
・
右
田
毛
利
説
」
は
極
め
て
怪
し
く
な
る
。

　
第
二
は
右
田
毛
利
の
「
武
之
允
」
が
「
元
標
」
と
改
名
し
た
年
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
、
、

で
あ
る
。
日
野
氏
は
前
掲
の
『
三
三
三
寿
菌
譜
』
の
な
か
で

　
　
天
保
二
年
二
月
二
三
日
に
嫡
子
と
な
り
、
同
年
み
一
月
三
日
に
元
服
、

　
　
　
一
二
月
一
五
日
に
髪
髪
を
剃
っ
た
。
藩
主
完
走
は
元
の
字
を
与
え
て
、

　
　
元
寿
と
名
づ
け
馬
，
万
を
賜
っ
た
（
同
書
四
頁
）
・

と
記
し
で
い
る
。
こ
れ
逢
『
毛
利
十
一
，
代
史
』
（
公
爵
毛
利
家
蔵
版
　
明
治

四
三
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
緯
を
調
べ
る
ど
、
巻
一
〇
七
「
邦
憲
公

三
四
」
の
天
保
二
年
十
月
十
三
日
の
条
に
「

　
　
毛
利
内
匠
嫡
子
武
之
允
首
服
ヲ
加
へ
偏
偉
ヲ
賜
フ

と
あ
み
。
天
保
二
年
（
一
八
＝
＝
）
に
元
服
し
て
、
藩
王
斉
孟
の
一
字
「
元
」
を

脇
わ
っ
て
、
は
℃
め
て
「
元
三
」
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
政
八

．
年
（
一
」
皿
）
に
「
元
寿
」
の
名
で
自
序
謹
記
す
こ
と
は
お
り
得
な
い
。
こ
の

点
で
日
野
氏
の
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
が
・
全
く
成
立
し
難
，
い
こ
と
が
明

ち
か
に
ざ
れ
た
と
思
う
。

　
第
三
嫉
居
住
地
と
植
物
採
集
地
の
問
題
で
み
る
。
日
野
氏
は
『
毛
利
元

三
三
三
』
の
な
か
で
、
天
保
乙
未
（
六
年
・
シ
皿
）
か
ら
丁
酉
（
八
年
・
，

一一
縺
j
に
か
け
、
江
戸
近
郊
で
菌
類
の
採
集
に
熱
を
入
れ
で
い
る
こ
之
を
記

さ
れ
て
い
る
（
同
書
一
〇
1
一
五
頁
）
。
と
こ
ろ
が
こ
の
天
保
六
－
八
年
の

》．

v
ろ
、
右
田
毛
利
の
「
元
寿
」
は
江
戸
に
い
た
の
で
は
な
く
、
国
許
に
い

た
と
見
て
よ
い
。
『
毛
利
十
一
代
史
』
に
よ
り
、
右
田
毛
利
父
子
（
内
匠
．

房
顕
と
武
之
允
二
兀
寿
y
の
記
事
を
追
う
と
、
、
巻
一
〇
七
「
邦
憲
公
三
四
」

9
の
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
三
月
の
条
に
、
毛
利
藩
の
役
職
と
士
名
を
、
＝
江
戸

方
」
コ
地
方
」
に
分
け
て
、
一
覧
に
し
て
韻
る
が
、
毛
利
内
匠
は
「
地
方
」

の
「
御
加
判
」
と
し
て
そ
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
．
国
許
に
い
た
之
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
年
八
月
三
日
の
条
に
．

　
　
同
日
加
判
益
田
播
磨
城
下
手
当
惣
奉
行
ヲ
免
シ
加
判
毛
利
内
匠
二
三

　
　
任
ヲ
命
ス

と
あ
り
、
同
年
九
月
五
「
日
の
条
に

　
　
毛
秘
事
匠
城
下
手
当
惣
奉
行
ヲ
除
キ
毛
利
勢
之
助
二
後
任
ヲ
命
ス
，

ど
あ
る
か
ち
、
こ
の
年
は
国
許
に
・
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
、
翌
二
年

（一

O
）
に
な
る
と
、
毛
利
績
内
で
は
山
口
、
防
府
（
小
郡
等
に
一
撲
が
起

こ
り
、
藩
は
そ
の
鎮
定
に
躍
萢
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
八
月
廿
八
日
の

条
に

　
　
鹿
背
ヶ
坂
へ
毛
利
内
匠
出
張

と
あ
っ
て
、
内
匠
が
こ
の
年
も
国
許
に
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
子

の
武
之
允
・
元
勲
の
元
服
は
こ
の
年
の
十
月
十
三
日
で
あ
っ
．
た
。
こ
の
時

は
藩
主
斉
元
も
国
許
に
い
た
。
天
保
二
年
辛
卯
正
月
の
条
に

　
　
公
萩
城
二
在
り

と
あ
り
、
参
勤
交
代
の
た
み
、
．
萩
を
発
駕
し
た
の
は
十
一
月
十
潤
、
江
戸
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に
到
着
し
た
の
は
十
二
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
武
之
允
・
元
畜
の
元
服
は

や
は
り
国
許
で
行
わ
れ
た
と
見
て
ま
い
。
つ
い
で
元
寿
の
廃
嫡
の
経
緯
を

辿
っ
て
み
る
と
、
同
b
く
『
毛
利
十
一
代
史
』
の
巻
一
〇
九
「
邦
憲
公
記

．
天
」
の
天
保
五
年
（
｝
八
三
四
）
正
月
の
条
に
．

　
　
此
月
日
不
詳
差
繰
之
趣
ア
リ
毛
利
内
匠
之
加
判
役
ヲ
免
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
差
繰
之
趣
ト
パ
家
中
内
匠
之
指
揮
ヲ
守
ル
モ
ノ
ル
嫡
子
武
之
進
ノ

　
　
　
9
命
ヲ
用
ル
モ
ノ
ト
両
派
ト
ナ
リ
不
和
ヲ
生
ス
ル
ニ
基
因
ス
ル
ヲ
云
．

と
あ
り
、
同
年
八
月
の
条
に
は

　
　
日
不
詳
毛
利
内
匠
家
臣
不
和
ノ
趣
ア
ル
ニ
ヨ
リ
親
族
二
黒
テ
家
政
合

　
，
議
ス
ヘ
キ
ヲ
内
匠
へ
内
訓
セ
リ

更
に
九
月
の
条
に
は

　
　
三
月
三
思
フ
所
ア
リ
毛
利
内
匠
二
遠
慮
ヲ
命
ス
忍
言
懸
％
筆
画

　
　
」
叶

と
記
さ
れ
、
遂
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
丹
の
条
に

　
　
三
月
毛
利
内
匠
嫡
子
武
之
青
年
來
多
病
ノ
為
メ
家
譜
ナ
シ
カ
タ
キ
ニ

　
　
　
ヨ
リ
廃
嫡
乞
願
許
可
ア
リ
是
月
毛
利
内
匠
近
年
病
弱
ニ
テ
出
伺
モ
ナ

　
、
・
サ
ス
隠
居
特
製
許
可
跡
職
ハ
毛
利
国
主
二
男
鼻
次
郎
ヲ
家
嗣
ト
ナ
ズ

　
　
　
ヘ
キ
内
訓
ア
リ

と
あ
っ
て
、
武
之
允
即
ち
元
寿
の
廃
嫡
が
き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
め
時

・
に
藩
主
斉
元
は
国
許
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
翌
月
即
ち
閏
七
月
二
十

三
日
、
萩
城
を
発
駕
、
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
廃
嫡
騒
動
の

結
末
は
国
許
で
決
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
以
上
の
記
述
に
よ
り
、
内
匠

　
（
房
顕
）
は
天
保
の
頃
に
は
国
許
に
い
た
ら
し
ぐ
、
・
武
之
允
（
元
寿
）
も

国
許
で
元
服
し
、
国
許
で
廃
嫡
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
江
戸
に
い
た
形
跡
は

な
い
。
ま
し
て
廃
嫡
後
は
、
日
野
氏
の
記
述
の
ご
と
く
、
萩
の
川
上
屋
敷
、

更
に
平
安
古
川
屋
敷
、
松
本
屋
敷
と
転
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
江

戸
に
出
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
天
保
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
江
戸
附

近
で
菌
類
の
収
集
に
当
た
っ
た
毛
利
梅
園
は
、
右
田
毛
利
の
武
之
允
長
寿

と
は
別
な
入
物
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
幽

　
第
四
は
梅
園
と
防
長
本
草
家
と
の
交
友
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
．
日
野
氏

は
当
時
の
防
長
本
草
家
ど
し
て
、
高
島
昌
栄
（
一
八
〇
四
i
八
二
）
・
長
野

文
琢
（
一
八
一
七
生
）
・
日
野
宗
春
（
一
、
八
二
七
一
一
九
〇
九
）
・
茅
原
定

　
（
一
七
七
四
一
一
八
四
〇
）
・
長
松
文
仲
（
一
八
三
四
－
一
九
〇
三
）
・
岡

研
介
（
一
七
九
九
　
’
－
一
八
三
九
）
・
井
本
文
書
（
一
七
九
五
－
一
八
六
六
）
・

熊
谷
五
八
（
一
七
八
九
－
一
入
六
二
）
・
松
永
周
忌
（
一
八
一
六
－
一
八
八

六
）
等
の
業
績
を
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
人
と
梅
閑
と

の
交
渉
が
な
い
。
こ
の
点
は
日
野
氏
も
認
め
て
お
り
、
　
　
、

　
’
松
岡
家
（
松
岡
三
遠
）
に
三
寿
の
菌
譜
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

　
　
ら
見
て
、
多
少
の
関
係
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
よ
う
に
思
う
・

・
と
、
苦
し
い
解
釈
を
し
て
い
，
る
（
『
毛
利
元
土
量
譜
』
六
頁
）
。

　
第
五
は
、
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
を
と
る
な
ら
ば
、
．
元
寿
に
晩
年
の
著
・

作
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
通
り
、
右
田
毛
利
の
武
之
允
卒
寿
は
文

化
一
．
二
年
（
一
八
一
五
）
の
生
ま
九
で
、
明
治
一
五
年
（
ト
ユ
）
の
残
で
あ
る
。
し

か
し
、
梅
園
の
著
作
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
か
ら
弘
化
翌
年
（
旺
杁
）
ま
で
で
一

武
之
允
が
十
一
歳
か
ち
三
十
三
歳
ま
で
の
間
で
あ
る
。
武
之
允
が
梅
園
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
三
十
五
年
間
も
彼
は
沈
黙
を
守
っ
て
い
、
た
こ
と

に
な
る
。
廃
嫡
さ
れ
た
と
は
い
え
、
」
明
治
四
年
（
」
八
七
ザ
）
忙
分
家
し
た
後
は
」

自
由
な
生
活
に
戻
っ
た
と
推
察
遷
れ
よ
う
。
ま
し
て
明
治
政
府
は
科
学
技

術
の
導
入
に
力
を
入
れ
、
こ
の
方
面
の
人
材
を
必
要
と
し
て
い
た
。
梅
園

ほ
ど
の
人
物
が
現
存
し
て
お
れ
ば
、
ほ
っ
て
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
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少
な
《
と
も
著
作
の
一
つ
二
つ
は
発
表
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点

で
も
日
野
氏
の
説
で
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
，
田
野
氏
の
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
は
成
立
し
難
く
、

む
し
ろ
「
誤
り
」
と
断
定
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
右
田
毛
利
家

に
幼
名
武
之
允
、
元
服
後
は
「
元
請
」
乏
名
乗
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
が
、
層
そ
れ
は
本
草
家
の
「
毛
利
梅
園
」
で
は
な
い
。
「
讃
岐
」

と
か
「
九
内
」
と
改
名
し
た
が
、
「
梅
園
」
・
「
写
生
斎
」
・
「
華
魁
舎
」
と
い
、

う
号
を
用
い
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
名
家
に
生
ま
れ
な
が
ち
、
父
子
聞
の

争
い
で
二
十
一
歳
の
若
さ
で
廃
嫡
さ
れ
、
六
十
入
歳
で
恐
ら
く
不
幸
と
思

」
わ
れ
る
一
生
を
閉
じ
た
人
物
に
過
ぎ
な
い
唱
そ
れ
な
ら
ば
本
草
家
「
「
毛
利

梅
園
」
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
日
野
氏
は
、
そ
の
著
『
毛
利
元

寿
三
三
』
の
九
頁
で
、

　
　
右
田
毛
利
家
の
三
寿
以
外
に
毛
利
元
寿
と
称
す
る
本
草
学
者
が
他
に
r

　
・
も
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
疑
問
も
起
り
、
錦
彙
翁
垂
錘
誌

　
　
に
記
し
で
あ
る
よ
う
な
幕
臣
毛
利
五
二
と
い
う
者
の
存
在
も
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ヘ
ノ

　
　
れ
て
く
る
が
隅
、
毛
利
元
売
と
称
す
る
人
物
は
右
田
毛
利
家
の
元
寿
以

　
　
外
に
は
な
い
よ
ヶ
に
思
わ
れ
る
。

と
記
し
て
い
る
が
、
「
毛
利
三
寿
」
と
い
う
人
物
は
、
、
右
田
毛
利
の
ほ
か
に

も
、
実
際
に
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
人
物
は
、
伊
藤
圭
介
の
い
う

ご
と
く
馬
「
幕
臣
」
で
あ
り
、
三
百
石
取
り
の
歴
と
し
た
旗
本
で
あ
っ
た
。

　
『
噺
寛
政
重
三
諸
家
譜
』
三
六
二
九
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
「
重
政
」
－
を
始

　
F
三
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
ま
さ
　
　
し
げ
つ
ぐ
　
　
し
げ
な
が

祖
と
す
る
「
毛
利
家
」
．
の
系
図
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
重
政
－
重
次
－
重
長

　
も
と
の
り
ロ
　
も
と
と
し
　
　
　
　
な
み
　
　
も
と
ひ
で

一
元
教
一
元
智
一
元
甫
－
元
苗
と
続
き
、
，
元
苗
の
長
子
に
「
元
寿
」
の
名

　
　
　
　
か
ね

が
見
え
、
「
銀
三
郎
」
母
は
図
嚢
が
養
女
」
と
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
毛
利
家
」
は
元
来
、
h
平
氏
」
で
、
「
森
」
乏
称
し
て
い
た
が
、
．
始
祖
重
’

政
と
そ
の
弟
の
高
政
が
縞
豊
臣
太
閤
の
命
に
よ
り
、
兄
弟
お
な
じ
く
毛
利

三
元
が
も
と
に
質
た
り
し
と
き
、
輝
元
が
申
旨
あ
る
に
よ
ゆ
、
太
閤
の
命

を
う
け
て
大
江
氏
毛
利
に
あ
ら
た
む
と
い
ふ
。
」
　
二
代
重
次
は
片
桐
且
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で

に
従
っ
て
大
坂
城
を
退
き
、
旗
本
に
加
え
ら
れ
た
。
七
代
元
苗
の
項
に
は

「
松
三
郎
兵
橘
　
　
（
中
略
）
　
天
明
元
年
九
月
七
日
遺
跡
を
継
。
時
に

．
十
七
歳
　
采
地
三
百
石
’
寛
政
元
年
六
月
七
日
御
小
姓
組
に
列
し
、
の
ち

的
を
射
て
時
服
二
領
を
賜
ふ
」
と
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
元
三
の
子

，
の
，
「
元
寿
」
こ
そ
本
草
家
「
毛
利
梅
園
」
、
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
傍
証
す
る

め
が
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
皇
代
系
譜
』
と
い
う
二
上
・
三
寿
父

子
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
『
改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
・
上
』
の
「
歴
．

史
　
二
　
日
本
史
（
通
史
）
」
の
と
こ
噛
う
に
、
『
無
代
系
譜
』
と
し
て

　
　
（
皇
三
年
秘
録
）
（
稿
本
）

　
　
毛
利
墨
書
編
　
毛
利
元
皇
霊
「
写
（
自
筆
）
　
一
二
冊

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
歴
代
天
皇
の
系
図
と
、
そ
の
御
事
蹟
を
記

し
た
編
年
体
の
史
書
で
、
第
一
冊
か
与
第
一
〇
冊
ま
で
は
忍
言
が
記
し
て

元
寿
が
校
し
、
第
一
一
－
冊
と
第
一
二
冊
は
元
寿
の
著
で
あ
る
。
、
そ
の
第
三

冊
か
ら
第
一
〇
冊
ま
で
に

　
　
梅
龍
園
毛
利
元
寿
石
瑛
重
言

と
あ
り
、
第
一
一
冊
に
は

　
　
梅
龍
華
毛
利
元
寿
石
瑛
編
著

第
＝
一
冊
に
は

　
　
損
華
吉
平
利
元
寿
石
瑛
編
著

と
あ
る
。
「
導
引
園
」
は
、
．
『
梅
園
草
木
花
譜
』
春
ノ
部
第
四
帖
の
奥
付
に
・

見
え
る
「
梅
学
園
」
乏
同
じ
で
あ
り
、
「
瓶
華
園
」
は
、
同
第
一
帖
巻
頭
の

擦
軒
阿
部
備
中
守
の
題
字
「
梅
園
草
木
横
糸
画
譜
」
の
「
洋
花
」
に
ほ
か
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な
ら
ず
∩
い
ず
れ
も
三
寿
の
号
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
石
弓
」
も
、
『
梅
園
草
，

木
花
譜
』
春
ノ
三
三
二
帖
の
目
録
に
、
「
毛
直
江
元
素
梅
園
白
石
長
子
編
」

と
あ
・
0
1
、
『
梅
園
魚
三
図
正
』
．
の
第
三
帖
の
目
録
に
も
，
「
毛
利
大
江
三
寿
梅

園
白
石
瑛
雨
燕
」
と
あ
る
。
≒
皇
基
系
譜
』
の
第
・
一
〇
冊
に

　
　
、
文
政
十
三
年
五
月
四
日
父
兵
橘
元
苗
遺
墨
元
寿
江
無
相
甘
辛
公
武
旨

　
ノ
御
老
中
青
山
下
野
守
殿
被
三
三

，
と
あ
り
、
元
厚
切
家
督
相
続
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
で
あ
る
之
と
が
判
明

し
、
更
に
第
一
二
冊
に
は
　
　
　
’

　
　
嘉
永
四
辛
華
年
八
月
七
日
大
江
元
寿
死
去
三
田
正
覚
院
葬
法
名
梅
園

　
　
院
善
慶
道
全
居
士
　
齢
五
十
四

と
あ
り
、
元
寿
梅
園
が
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
の
生
ま
れ
で
、
嘉
永
四
年

　
（
一
八
五
一
）
に
妓
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
る
と
、
『
梅
園
草
木
花
譜
』
の
「
文

政
八
年
（
一
八
二
五
）
」
忙
は
二
十
八
歳
、
最
初
の
写
生
の
年
「
文
政
三
年
」
に

は
二
十
三
歳
で
、
「
梅
園
・
右
田
毛
利
説
」
の
よ
う
な
苦
し
い
解
釈
の
必
要
－

は
な
い
。
写
生
活
動
が
終
っ
た
棄
二
年
己
酉
（
一
八
四
九
）
も
＼
撃
の
二
年

前
で
あ
る
か
ら
、
解
釈
が
つ
く
。
『
聖
代
系
譜
』
は
所
謂
「
編
年
体
」
の
史

書
で
、
「
本
草
書
ト
で
は
な
い
。
し
か
し
末
尾
の
方
に
一
著
者
が
動
植
物
に

鼠ハ

｡
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
事
が
あ
る
コ
弘
化
三
年
（
｝
八
四
六
）
十
」

月
二
十
一
日
、
著
者
は
小
林
権
大
夫
正
篤
等
五
人
で
、
吹
上
御
庭
で
竹
林

を
拝
見
、
・
そ
の
中
に
奇
癖
を
見
出
し
て
，
い
る
。
「
苦
竹
マ
タ
ケ
」
「
女
夫
牲

刀
好
万
〃
竹
」
乏
し
て
、
二
本
の
竹
が
一
本
の
よ
・
7
に
く
っ
つ
い
て
伸
び
、
中

途
で
分
れ
て
い
る
四
竹
の
図
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
筆
の
運
び
は
実
に
巧

み
で
あ
み
。
ま
た
文
政
三
年
（
一
八
二
五
）
九
月
に
、
両
国
に
騎
駝
が
来
た
こ
と
、

伺
十
年
（
一
八
二
七
）
六
月
、
海
豚
が
両
国
橋
近
く
に
個
欲
し
て
き
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
『
皇
代
系
譜
』
の
第
一
冊
の
「
凡
例
」
び

末
尾
に
は
、
・

　
　
弘
化
三
年
丙
午
十
二
月
　
日

　
　
　
毛
利
大
江
元
寿
織
記

と
お
り
、
第
十
二
冊
の
本
文
の
記
事
は
、
ゴ
元
寿
の
死
後
の
嘉
永
五
年

（一

�j

Z
月
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ち
く
元
寿
の
嗣
子
が
し
ば
ら
ぐ
加

筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
『
梅
園
草
木
花
譜
』
，
全
十
七
帖
の
題
字
を
書
い
た
人
物
を
ハ

『
諦
寛
政
重
三
諸
家
譜
』
に
よ
っ
て
当
た
っ
て
み
る
と
汽
「
冬
ノ
部
」
の
高

木
伊
勢
守
（
巻
藁
一
八
・
五
〇
〇
〇
石
）
を
は
じ
め
、
春
ノ
部
第
二
帖
の

跡
部
宗
左
衛
門
（
巻
二
一
六
二
六
〇
石
）
、
夏
ノ
手
遅
二
帖
の
佐
久
聞
平

兵
衛
（
巻
＝
二
四
七
二
〇
〇
俵
）
、
秋
ノ
部
第
二
帖
の
大
林
弥
左
衛
門
（
巻

一
四
六
〇
・
二
〇
〇
俵
）
と
、
「
幕
臣
」
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
人
物
が
い

る
。
こ
れ
ら
の
人
人
は
、
禄
の
高
下
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
梅
園
・

の
博
物
学
上
の
友
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
右
田
毛
利
」
の
出
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
人
に
題
字
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
、

長
州
藩
関
係
の
人
人
に
依
頼
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
の
伊
藤
文
庫
の
『
草
木
磁
歪
』
に
は
、
本
表
紙
に
赤
い
紙
が
張
ら

れ
、
伊
藤
圭
介
の
字
で

　
　
旧
幕
士
毛
利
梅
園
氏
ノ
自
筆
ノ
図
ニ
シ
テ
、
草
木
ノ
果
実
ヲ
接
写
シ
、

　
　
巻
尾
二
海
藻
数
種
ヲ
出
ス
、
精
巧
庸
愚
迫
ル
ム
参
考
二
律
益
多
シ
、

　
　
鉱
油
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ

と
記
さ
れ
、
そ
の
裏
に
は

　
　
此
表
紙
ウ
ラ
ノ
反
古
ハ
毛
利
兵
衛
ト
ア
リ

　
ド
即
チ
梅
園
氏
ノ
家
ノ
書
付
ナ
リ

と
同
じ
く
圭
介
独
得
の
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
圭
介
は
「
兵
衛
」
と
記
し

、
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て
い
る
が
、
あ
る
い
は
「
兵
橘
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
兵
橘
」
は
こ
．
の
毛

「
利
家
這
々
の
通
称
で
あ
る
。
圭
介
の
生
ま
れ
は
享
和
三
年
（
｝
八
〇
三
）
で
、
幕

臣
毛
利
梅
園
元
寿
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
〉
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
と
言
え
る
。

居
住
地
が
江
戸
と
名
古
屋
に
分
か
れ
て
い
た
か
ら
、
交
友
が
あ
っ
た
か
否

　
か
は
疑
開
で
あ
ろ
う
が
、
．
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
た
本
草
学
者
、
博
物
学
者

／
と
し
て
、
圭
介
が
梅
園
の
経
歴
を
誤
る
で
あ
ろ
う
か
。
・
日
野
氏
が
「
同
時

代
に
生
活
し
た
伊
藤
圭
介
す
ら
誤
り
考
え
て
い
た
」
と
し
た
こ
と
が
、
か

え
っ
て
「
誤
り
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
「
梅
園
画
譜
」
の
著
者
毛
利
梅
園
は
、
長
州
藩
毛
利
家

　
の
一
族
で
右
田
射
目
の
「
毛
利
武
之
軸
元
寿
」
で
は
な
く
て
一
，
寛
政
一
〇

年
（
畑
鷹
〉
に
生
ま
れ
、
嘉
永
四
年
（
か
蝋
）
に
慨
し
た
三
百
石
取
り
の
旗
本
．

・
「
毛
利
元
寿
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か
し
、

問
題
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
『
野
里
梅
園
」
ど
の
混
同
で
あ
る
。
佐
村
八

郎
氏
の
『
贈
国
書
解
題
』
の
下
の
一
五
九
六
頁
に
は
、
．
『
梅
園
焦
譜
』
・
『
梅
．

　
　
　
　
ニ
　
　

尉
菌
譜
』
・
『
梅
園
草
木
花
譜
』
等
の
著
者
を
「
野
里
梅
園
旨
と
し
、

　
　
野
里
梅
園
は
通
称
四
郎
左
衛
門
、
毛
利
元
寿
と
い
ふ
。
」
梅
園
は
其
の

　
　
号
な
り
。
大
阪
の
町
年
寄
に
し
て
文
政
天
保
の
頃
の
人
な
り
。
水
野

馬
　
忠
邦
（
越
前
守
）
梅
園
奇
賞
と
い
ふ
額
を
書
き
て
贈
り
し
事
田
鶴
舎
・

　
　
，
日
記
（
村
田
亜
門
日
記
）
に
見
え
た
り
。
夙
に
博
物
の
研
究
を
嗜
み

　
　
て
、
梅
園
、
奇
賞
、
梅
園
魚
譜
、
梅
園
採
薬
紀
行
図
絵
、
梅
閑
虫
譜
、

　
　
，
梅
園
百
花
画
譜
等
を
著
す
。
・

と
解
説
し
て
い
る
。
右
田
誠
太
郎
編
『
大
阪
人
物
誌
』
三
四
（
大
阪
　
石

田
文
庫
　
昭
和
二
年
）
に
も
「
野
里
梅
園
」
め
項
に
、
「
梅
園
」
と
し
て

　
　
野
里
氏
（
本
旨
毛
利
、
各
は
元
押
、
字
は
嵩
年
、
通
称
四
郎
右
衛
門
、

　
　
梅
園
と
号
す
浪
華
の
人
常
即
日
町
に
住
す
大
阪
町
年
寄
た
り
能
く
物
産

　
　
学
に
精
通
す
肇
ら
古
器
を
愛
翫
し
且
つ
其
鑑
定
法
に
長
し
兼
て
煎
茶

　
　
　
の
技
を
嗜
む
天
保
頃
の
人
な
り

　
　
　
著
書
　
梅
園
隆
昌
二
　
梅
園
書
士
三
　
梅
園
菌
譜
一
　
梅
園
草
木

　
　
　
層
詑
譜
二
　
梅
園
採
薬
紀
行
図
譜
二
　
梅
園
虫
譜
一
・
梅
園
鳥
譜
一

　
　
　
梅
園
百
花
画
譜
聖
業
　
現
有
梅
十

と
あ
る
コ
い
ず
れ
も
、
幕
臣
毛
利
梅
園
元
寿
と
、
大
坂
町
年
寄
野
里
四
郎

左
衛
門
梅
園
を
、
混
同
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
野
里
家
は
『
浪
速
叢
書
』

第
九
「
大
阪
商
業
史
資
料
」
（
昭
和
四
年
号
）
三
．
六
二
頁
に
よ
る
と
、
．
寛
永

，
三
年
（
一
六
二
四
）
以
来
、
南
組
惣
年
寄
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
コ
止

「
こ
ろ
が
幕
臣
毛
利
元
寿
も
、
大
坂
の
野
里
四
郎
左
衛
門
も
、
同
時
代
に
生

」
き
て
、
「
梅
園
」
を
号
と
し
た
た
め
に
、
混
同
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

允
め
で
あ
ろ
う
か
、
．
岩
波
書
店
の
『
国
書
総
目
録
』
第
八
巻
の
「
著
者
索

引
」
で
は
、

　
　
毛
利
梅
園
（
野
里
一
・
源
一
・
二
一
・
四
郎
左
衛
門
・
元
寿
・
嵩
年
）

と
し
、
『
皇
代
系
譜
』
等
十
九
の
図
書
を
同
一
著
者
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
十
九
の
図
書
の
う
ち
、
ど
れ
が
幕
臣
毛
利
梅
園
の
作
で
一
ど
れ
が
大

坂
町
年
寄
野
里
梅
園
の
著
で
あ
る
か
は
、
現
物
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
軽
々
し
い
断
定
は
避
け
る
べ
き
．
で
あ
ろ
う
が
、
「
野
里
口
伝
」
人
『
改

訂
史
籍
集
覧
』
一
六
所
収
）
と
、
『
梅
園
奇
賞
』
（
文
政
十
一
年
刊
）
の
回

書
は
大
坂
の
野
里
梅
園
の
作
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
館
伯
井
文

・
庫
（
白
井
光
太
郎
旧
蔵
書
）
の
・
『
三
図
』
も
、
「
本
草
関
係
図
書
目
録
　
上
」

の
六
頁
で
は

　
　
，
魚
町
　
毛
利
梅
園
画
　
自
筆
　
一
軸

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
梅
園
」
の
押
印
が
、
前
揖
の
「
梅
園
画
譜
」
の
そ

れ
と
異
な
っ
て
お
り
、
筆
の
運
び
も
平
凡
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
「
毛
利
元
寿
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梅
園
」
、
の
自
筆
で
は
な
く
、
「
梅
園
」
を
号
と
す
る
他
の
人
物
の
作
で
あ
ろ

う
。
　
　
（
昭
和
六
〇
三
二
月
一
＝
日
脱
稿
）

．L　，　t

、
｛

辱
　
　
、

・
箏
鮒
．

　
、
曇
霞
ず
傘
瑛
錠

鍵
．
攣
蒼
蝿
轟
鑓
・
，
「

　
ズ
さ
コ

欝
富
三
下
毒
蔵
主
ゴ
　
　
㍉
し

画
遷
灘
轟
∵
、
、

〈
毛
利
梅
園
筆
『
梅
園
草
木
花
譜
』
の
一
回
分
〉

レ
ー
一

（
付
記
）

　
本
稿
は
、
昭
和
五
七
年
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
個
人
文
庫
三
一
西

欧
学
術
の
追
求
　
　
」
を
開
催
し
た
際
に
、
当
時
の
鈴
木
重
三
、
司
書
監
を

中
心
に
、
筆
者
と
、
青
木
美
恵
・
村
山
久
江
両
氏
と
で
、
「
本
草
班
」
を
編

成
し
、
展
示
会
目
録
の
作
成
に
当
た
っ
た
時
の
副
産
物
で
あ
る
。
敢
え
て

筆
者
の
名
で
記
し
た
が
へ
正
し
く
は
当
時
の
う
本
草
班
」
四
人
の
共
同
研

究
の
成
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
青
木
美
恵
氏
の
御
蓋
力
を
多

と
し
た
い
。

　　

@
、
　
（
な
か
だ
・
よ
し
の
ぶ
誕
懇
鶏
鑛
掛
）
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